
「この世的価値観に気づき、楽になる」12 期 水野朋子 

インチャコースを受ける前は、この世的価値観である「両親や目上の人を尊敬しなけ

ればならない」に縛られ、故に特に父親に対してダメ出しすることが多く、30 代の頃

自分から父親につっかかっていき罵詈雑言の言い争いになるということを続けた

日々。毎日しかめっ面で狭い家の中であいさつもせずお互いブスっとして相手の揚げ

足を取りダメ出しをし言い争いになり大声で怒鳴り合う日々。こいつは何なんだ？父

親なら父親らしくしっかりしろ、なんてだらしのない何もしない人間なんだ、こんな

人間を父親として認めたくない、顔も見たくない、とありのままのダメな父親を許す

事ができず怒りと絶望、諦めや悲しみを持ち続けていました。 

その後出産し実家を出て引っ越しをし、子育て中に 10 年ほど離れていたホメオパシー

を再び使い始め、コロナ禍で自分と家族の身は自分で守らないと殺される危機感があ

りプロフェッショナルコースに入学し、授業でインチャの授業があるけど詳しく学び

たいと思い、2年目にインチャコースを受けようと決心しました。 

インチャコースではいろいろな癒しの方法や学生のインチャを共有できたり、貴重な

学びをさせていただきました。自分でもインチャ癒しができるようになり、自分にた

くさんのインチャがあることに気づかされました。 

インチャコース受講中のある時、母親に「親を尊敬していたか」と聞くと「父親も母

親も尊敬はしていない、でも感謝はしている」という答えだったので「え？尊敬して

いないの？」とびっくりして「なんだ、親や目上の人を尊敬しなさいっていうのは子

供の頃に道徳教育などで植え付けられた価値観だったんだ」と気が付き「私も親（特

に父親）を尊敬するのを止めよう、でも感謝はしている」と母親に伝えたら「いいん

じゃない、それで」と軽い返事だったので、これまで私が父親に対して抱いていた尊

敬すべき父親であるべきという期待はなんだったんだ…と気が抜けてしまいました。

馬鹿みたいに父親の言動を監視しダメ出しして自分からけんかを売っていた自分、何

の為にこんなことしていたんだろう、私は…。腹のあたりに溜まっていた物（感情）

がフッと消えたような、軽くなったような感じがしてフフッと笑いたくなった。自分

が一番馬鹿だったんだな、自分がダメでだらしがなかったんだ、何もしない人間は自

分だったんだ、自分は決して尊敬されるべき人間ではない。父親は私にその価値観を

気づかせるために演じてくれていたんだ…と思うと感謝しかないです。 



「ダメな自分でいーじゃん。」と自分を許したらすごく楽になりました。故に娘に親と

して尊敬してもらわなくていいし、誰かに尊敬してもらわなくてもいい、ダメな私で

いいのです。インチャコースを受ける前は、ダメな自分を許すなんて考えもしなかっ

たけど、今はダメな自分に対して許す事ができるのでダメな人に対しても大体は許す

事ができるので、本当に楽です。とはいえまだまだインチャはいるのでひとりずつ向

き合って癒していきたいと思っています。ありがとうございました。 


